
先月は、台風19号により各地で大きな被害が発生しまし

た。被害に遭われたみなさまには、心よりお見舞いを申し上

げます。 

ファミリー健康相談は、24時間年中無休で対応可能です。

保健師や看護師などの資格を持つヘルスアドバイザーが、気

になる体の不調、病気やけがなどの対処法についてアドバイ

スしていますので、ぜひご利用ください。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：1 歳 6 ヶ月の娘が、リップクリームをかじって食べてしまった。元々、どの位残っていたのか覚えがなく、不安

がある。リップクリームに毒性はあるのか。 

Ａ：リップクリームは、効果の違いによって「化粧品」「医薬部外品」「医薬品」と分かれています。このうち「医薬部外

品」「医薬品」の場合、特に「薬用」と表記されているものに多いのですが、「カンフル」という防虫剤に使われる

成分を 0.3～0.6％含む商品があります。健康な皮膚をあえて刺激して、その反動で悪い状態の皮膚の治り

を早める目的で使われます。このカンフルを乳幼児は 0.5ｇ以上／成人は 1ｇ以上飲むと入院が必要となる

ほどの中毒症状が現れることがあります。ご質問の商品は、説明書にカンフル効果の記載があり、成分表示の

中に分量の記載がない為、体への影響が不明です。すぐに受診し、医師の指示があるまでは、カンフルの体内

吸収が増える可能性があるので、牛乳や母乳は飲ませないでください。 

    

 ヘルスアドバイザーから、今月のひとこと！ 

ご自身やご家族の健康で気になることがあったら、ぜひファミリー健康相談をご活用ください！専用
電話番号はホームページの「お知らせ」をごらんください。 

秋の夜長、長い時間、パソコン・スマートフォンでのインターネットや読書に夢中になる人も多いことで

しょう。目を使う時間が延び、目に疲れを感じることがありませんか。目の疲れの主な原因の一つに、目

の乾き（ドライアイ）によるものがあります。はっきりとした原因もないのに、目が重い、目がかゆい、目が

赤くなる、目やにが出る、理由無く涙が出る、物がかすんで見える、目がゴロゴロする、目がショボショボ

するなどの症状がある場合、ドライアイを疑う必要があります。空気が乾燥する季節の秋や冬には、ドラ

イアイの症状がひどくなる方が増えると言われています。ドライアイを防ぐためには、目の保湿のため加湿

器を用いたり、症状が軽い場合は、潤いを持たせる点眼薬（涙に近い成分の人工涙液）で緩和さ

せることができます。日頃から、目に疲れを感じたら、疲れ目解消のケアをしましょう。 

・・・・疲れ目解消のケア方法・・・・ 

目の体操（始める前に温パックをして、目を温めて血行を良くしておきましょう） 

① 一度目をギュッと閉じて、パッと開ける 

② 頭を動かさない様にして、黒目を右へ、次に左へ動かす 

③ 黒目を上へ動かし、最後に下へ動かす。 

④ 黒目をグルーッと回す感じで、八方を見る。     これを2～3回繰り返す。 

ドライアイは、目を守るのに欠かせない涙の、量の不足や質のバランスの崩れによって、涙が目全体

に行き渡らなくなる、眼科医の適切な診断と治療が必要な病気で、2,200万人以上の方が悩まれて

います。症状の改善がみられない場合は自己判断せず、早目に眼科を受診しましょう 
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